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    接合界面がない！傾斜構造を有するセラミックス 

接合界面がなく、気孔量が傾斜した多孔質セラミックスの製造技術 

技術分野分類  5４０３：無機工業材料 

技術キーワード  （３）セラミックス、（１２）多孔体 

産 業 分 類  E-2１：窯業・土石製品製造業 
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概  要 

 

接合界面がなく、気孔量が段階的に傾斜した多孔質セラミックス（傾斜セラ

ミックス）の開発を行った。具体的には、単一セラミックス素材と造孔剤を用

いて、気孔量を一方向へ向かって段階的に変化させることで、接合界面のない

多孔質セラミックスを開発した（図１）。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

多くの傾斜材料は、異種素材を組み合わせているため接合界面が存在し、こ

の接合界面を起因とする機械的強度の低下等の課題がある。しかし、今回開発

した傾斜セラミックスは、単一素材で構成されており接合界面がないため、機

械的強度の低下を防ぐことができる。 

本技術の 

有用性 

一般的に、多孔質セラミックス材料は軽量であるが、機械的強度は低い。こ

れに対して、今回開発した傾斜セラミックスは異方性（多孔質面側からの荷重）

があるものの、気孔が均一に分布した多孔質セラミックスよりおよそ 25%高

強度であった（図２）。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

  

 

 

 

 

 

図１．傾斜セラミックス断面の SEM像  図２．多孔質セラミックスの強度 

適用可能製品 
軽量陶器、軽量セッター、触媒担体 
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1000 μm

Fig . 1. SEM image for porous  

ceramics with gradient structure 

using pore-forming agents of 43 μm.

 


